
■ 調査期間：202４年８月６日～９月８日
■ 調査方法：対象者にハガキを送付し、Webアンケートフォームにて回答

■ 調査対象：201７年３月および20２１年３月の卒業生
■ 回答者数：44３件（うち44２件を集計対象に設定）

卒業生調査２０２４ 調査概要

京都産業大学

202４年度 卒業生調査レポート

京都産業大学を卒業して社会で活躍している方を対象に、

学生時代に修得した資質・能力や、学生生活の満足度、現在の状況等について調査を行いました。

調査結果を抜粋してご紹介します。

卒後数年たってから振り返る学生生活の満足度は9割以上。母校への愛着も持ち続けている。１

様々な資質・能力を身に付けたこと、それらは社会でより強く求められていることを実感。２

所属学科の専門的知識

4.5 ／ 3.7

論理的思考力

4.2 ／ 5.2

プレゼンテーション能力

4.2 ／ 5.0
創造力

4.1 ／ 4.8

主体性

4.5 ／ 5.4

協調性・協働性

4.8 ／ 5.5

倫理性

4.4 ／ 5.2

一般的な教養知識

4.7 ／ 5.2
全学共通学修目標「８つの資質・能力」

に関連する項目において、

修得度「６.十分身に付いた」～

「1.全く身に付かなかった」と、

重要度「6.とても求められている」～

「1.全く求められていない」の

選択肢を数量化、平均値を算出

SNS公式キャラクター
むすぶくん

修得度

重要度

学生生活の
満足度

京都産業大学への
愛着

卒後から今までの
キャリアパス満足度

「4.とても満足していた」と

「3.やや満足していた」の合計割合

「4.とても愛着を持っている」と

「3.やや愛着を持っている」の合計割合

「4.とても満足している」と

「3.やや満足している」の合計割合
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